
名          前 形 意                味

Be動詞 現在形　is  am  are □□□□□ ～です、～いる、ある

過去形　was  were        /        過去分詞 been □□□□□ ～でした、～いた、あった

There is 単数名詞 □□□□□ ～がある、いる
There are 複数名詞 □□□□□ ～がある、いる

will be ～ □□□□□ ～になる

一般動詞 一般動詞とは何ですか？ □□□□□ be動詞以外の動詞 　(日本語で言い切ると「～う」)　動作を表すことば

疑問文の作り方は？ □□□□□ Do(現在)　Did（過去）　これらの後は動詞の原形
否定文の作り方は？ □□□□□ don't(現在)  didn't(過去)　これらの後は動詞の原形

進行形 be動詞＋動詞ing

現在進行形 is/am/are  +  動詞ing □□□□□ 「～している（ところ）」
過去進行形 was/were  +  動詞ing □□□□□ 「～していた（ところ）」

助動詞 助動詞をすべて言いなさい □□□□□ can  will  may  must  shall 　　　　　　　　　　　　その他 do 

助動詞の使い方は？ □□□□□ 助動詞　＋　動詞の原形
現在形 can　 = be able to　 □□□□□ 「～できる」
過去形 could □□□□□ 「～できた」

現在形 must = have to □□□□□ ｢しなければならない」
過去形 had to　(must には過去形がないのでこれを使う） □□□□□ ｢しなければならなかった」

may □□□□□ ｢してもよい」

should　(shall　の過去形) □□□□□ 「～すべきである」

未来形 will = be going to □□□□□ 「～するつもり」「～するだろう」

would　(willの過去形） □□□□□ 過去形は時制の一致の時以外は、ていねい表現に使う

Will you □□□□□ 「～してくれませんか」
Would　you □□□□□ 「～していただけませんか」　Will you のていねい表現
Shall I □□□□□ 「～しましょうか」(自分だけが）
Shall we □□□□□ 「～しましょうか」(相手と自分が一緒に）

比　較　表　現
　原　　級 A is as --- as B. □□□□□ 「AはBと同じくらい---です」

A is not as --- as B. □□□□□ 「AはBほど --- ではない」

　比較級 A is ---er than B. □□□□□ 「AはBより --- です」
形は比較級意味は最上級 A is ---er than any other ***. □□□□□ 「Aは他のどの *** より --- です」

長い単語の比較級 　-er　のかわりに　more □□□□□

　最上級 A is the ---est in(of) ***. □□□□□ 「Aは *** のなかで一番 --- です」
長い単語の最上級  -est  のかわりに　most □□□□□

特別な例 good,well →　better  →　best □□□□□ good　良い、　well　上手に・良く
many,much →　 more   →　most □□□□□ 「たくさん」　many（数えられるもの（数）　　much（数えられないもの（量）　

主に、2つの同じものを比べるときは as ～ as 。　２つの違うものを比べるときは　～er than　。　　３つ以上の違うものは the ～est in か of を使う。

こ れ を 覚 え れ ば ２ ０ ０ X年 、 ３ の 月 に 必 ず 幸 福 に な る 文 法 集 （ 幸 福 文 法 ） 姉 妹 品 の 幸 福 単 も 覚 え る と 幸 せ 2 倍 ！



命令文 主語をとって動詞の原形ではじめる □□□□□ 「～しなさい」

You play tennis. □□□□□ あなたはテニスをします。
Play tennis. □□□□□ テニスをしなさい。

Don't + 命令文　＝ You must not □□□□□ 「～してはいけない」
Let's + 命令文　＝ Shall we □□□□□ 「～しましょう」

受動態 be動詞(am are is)　＋　過去分詞　 (by ～) □□□□□ 「（～によって）　　　される、されている」

能動態（～する)　 Taro eats the riceball. □□□□□ 太郎はそのおにぎりを食べます。
受動態（～される） The riceball is eaten by Taro. □□□□□ そのおにぎりは太郎によって食べられます。

不定詞 to + 動詞の原形 □□□□□ 「～すること」 （名詞的用法）

□□□□□ 「～するために」（副詞的用法）
□□□□□ 「～するための」「～すべき」（形容詞的用法）

不定詞重要表現 want to　+ 動詞の原形 □□□□□ ～したい
how to　+ 動詞の原形 □□□□□ ～の仕方
what to  + 動詞の原形 □□□□□ 何を～したらいいのか（すべきか）
where to + 動詞の原形 □□□□□ どこで～したらいいのか（すべきか）
like to + 動詞の原形 □□□□□ ～するのが好きです
try to + 動詞の原形 □□□□□ ～しようとする

    too ～  to --- .             □□□□□ ～すぎてーーーできない
 = so ～  that 主語 can't --- . □□□□□ とても　～なのでーーーできない

ask + 人 + to □□□□□ 「（人）に～するように頼む」
tell + 人 + to □□□□□ 「（人）に～するように言う」

現在完了形 have + 過去分詞 □□□□□ 継続「(ずっと)～している」 since ｢～以来｣、 for ｢～の間｣

□□□□□ 経験「～したことがある」ever｢今までに｣ before｢以前に｣ once｢一度、かつて｣
□□□□□ 結果･完了｢～してしまった､したところだ｣   just｢ちょうど｣   already「もう、すでに」

have been to　～ □□□□□ 「～へ行ったことがある,　行って来たところだ」(今ここにいる)
have gone to　～ □□□□□ ｢～へ行ってしまった｣(今ここにいない)

動名詞 動詞　＋　ing □□□□□ 「～すること」

like ～ing □□□□□ 「～することが好き」
enjoy  ～ing □□□□□ 「～することを楽しむ」
finish  ～ing □□□□□ 「～を（し）終える」

分詞 分詞には何と何がありますか？ □□□□□ 現在分詞　と　過去分詞

現在分詞 動詞 + ing　　例：eating  studying  playing  running  swimming□□□□□ 「している ～」　　進行形にも使用している、進行形のように訳す
付属語がある時 Look at  the boy  running over there. □□□□□ あそこを走っている少年を見なさい
付属語がない時 Look at the flying  bird.  □□□□□ 飛んでいる鳥を見なさい。

過去分詞 規則動詞　～ ed 　例：played  　     不規則動詞　例：eaten □□□□□ 「～される（た）」　　受動態にも使用している、受動態のように訳す　　
付属語がある時 Look at  the car  broken by Ken. □□□□□ ケンによってこわされた車を見なさい
付属語がない時 Look at  the  broken  car. □□□□□ こわされた車を見なさい。



疑問詞 what □□□□□ 何、何が、何の

who □□□□□ 誰、誰が
which □□□□□ どちら、どちらが、どちらの
where □□□□□ どこ、どこで、どこへ・に
when □□□□□ いつ
why  □□□□□ なぜ
how  □□□□□ どのように
how long □□□□□ どれくらい、（物や時間の長さを質問する）
how far □□□□□ どれくらい遠い、（距離を質問する）
how many □□□□□ いくつ、（数えられるものの数を質問する）
how much □□□□□ いくら、（数えられないものの量を質問する）
how old □□□□□ 何歳、（どれくらい年数がたっているか質問する）
how tall □□□□□ どれくらい背が高い

whose □□□□□ 誰の

why の二つの答え方 １、Because + 主語 + 動詞 . □□□□□  なぜならば－－－だから
２、To + 動詞の原形（不定詞） □□□□□  －－－するために

付加疑問 付加疑問はどんな意味を表しますか？ □□□□□ 「～ですね」と、念を押したり、「～でしょ」と、軽く質問

１、前の文章が肯定（普通）文のとき、否定と主語をつける

You are busy,  aren't you ?　 □□□□□ あなたは忙しいんでしょ。（ですね）
You play tennis, don't you?　 □□□□□ あなたはテニスをするんでしょ。（しますよね）
２、前の文が否定文のとき、肯定と主語をつける
You are not busy,  are you ?　 □□□□□ あなたは忙しくないんでしょ。（ないですね）
You do not play tennis,  do you ?　 □□□□□ あなたはテニスをしないでしょ。（しないですよね）

命令文の付加疑問 命令文 ,  will you ? □□□□□ ～してくださいね。
Let's　の付加疑問 Let's -----,  shall we ? □□□□□ ～しましょうね。

間接疑問 間接疑問： I know --- ,  Do you know --- , □□□□□ 例　I know  what  this  is. 　わたしはこれが何か知っている

 に疑問文をくっつけた物 □□□□□      I know   疑問詞+主+動詞
□□□□□ 間接疑問の語順は普通文と同じで（疑問詞＋主語＋動詞）

関係代名詞 二つの文章をくっつける

先行詞：　関係代名詞の直前にある単語　
関係代名詞：　先行詞が人の時 who    人以外 which    両方に使える that

 二つの文章をくっつける方法 １．二つの英文の単語の中から同じ内容（同一人物,物）の語を見つけ　　る
２．名詞のほうを先行詞にして、代名詞を関係代名詞にする
３．先行詞を人かそれ以外かを判断して関係代名詞を選ぶ
（主格か目的格の関係代名詞かは代名詞が主格か目的格かを判断）
４．関係代名詞以下のグループの英文を先行詞のすぐあとに置く


